
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
輝
く
国
に
育

つ
、

指
導
員
教
育

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

グ
ア
テ
マ
ラ
共
和
国
か
ら
世
界

へ
情
報
発
信
す
る
日
を
め
ざ
し
て

森

１
“

二
直
目
の
グ
ア
テ
マ
ラ
共
和
国

巾
米
カ
リ
ブ
帝
Ｎ

の
ひ
と

つ
に
グ
ア
テ

マ
ラ
共
和
川
が
あ
る
。

メ
■
シ
ョ
の
大
に

位
＝
す
る
丈
し

い
――‐ｔｌ
で
あ
る
。

映
‐――――

「
ス

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
の
シ
ー
ン
に
も
使
わ
れ

た

テ
ィ
カ
ル
世
跡

の
イーーー
性
は
こ
こ
に
あ

る
。

四
４
を
通
じ
て
さ
れ
い
な
花
々
が
咲

く
川
で
も
あ
る
．

特
に
ブ
ー
タ
ン
ビ
リ
ア

の
花
は
距
い
て
比
え
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら

”
劇
派
辻
い
円
家
と
し
て
１１１
年
に
続
き
、

工
Ｌ
日
の
グ
ア
テ
マ
ラ
派
辻
と
な

っ
た
り

派
辻
朋
問
は
二
〇
０
川
年
ｔ
～
人
月
の
ｉ

九
Ｈ
川
、

―‐１
行
イ
は
地
域
保
牲
分
町
で
は

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
突
戯
を
成
し
て

い
る
帆
分
は
■
氏
で
あ
る
。

成
―――
か
ら
グ

ア
テ
マ
ラ
ヘ
は
ア
メ
リ
カ
で

一
油
し
て
大

る
．

行
き
は
二
日
‐――‐
、

所
り
は
■
日
‐――‐
の

十

… ‐

ｉ

Ｈ

ＩＩＩＩ

を

旅

で

竹

や

す

。

次

し

て

近

く

な

い
こ
の
川
に
批
し
み
を
は
じ
る
の
は
、

川
民
＝
か
Ｈ
本
人
に
似
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
か
　
市
米
の
よ
う
な
と
び
き
り
の
明

る
さ
で
は
な
く
、

■
え
め
な
明
る
さ
だ
。

外
務
竹

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
人

――
は
　

一
人
八
方
人

一ｉ
Ｏ
〇

一
年
、

川

立
統
■
比
）
、

内
性
終
朴
が

一
九
九
六
十

一
十
月
と
あ
る
．

■
な
止
米
は
供
業

で
、

コ
ー
と
―
、

バ
ナ
ナ
、

砂
加
、

帥
化
な
ど

を
肺
―１１
す
る
。

近
年
に
な

っ
て
搬
縦
加
■

な
ど
の
た
米
を
訪
故
す
る
よ
う
に
な

っ
て

は
い
る
が
、

仙
比
収
人
が
多
く
、

こ
れ
を

川

の
札

に
対
え
る
収
袖

み
が
地
ん
で

い

る
。

内
忙
終
朴
か
ら
人
作
科
度

で
も
あ

り
、

市
夕
は
Ｒ
く
な

い
．

不
■
な
■
作
、

犯
■
が
多
発
す
る
。

ホ
テ
ル
か
ら
ｉ
Ｏ

ｍ

Tら東

合長ェ
7E禾田

本田

グアテマラの位置

咲き語るワーゲンビリア

の
他
川
だ
け
が
私
の
従
歩
行
動
凹
で
あ

っ

た
。

近
く
の
出
本
人
他
舶
や
Ｊ
Ｔ
Ｃ
Ａ
■

務
所
も
白
助
■
利
用
が
日
竹
と
な
る
。

２
　
グ

ア
テ
マ
ラ
と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
の

出
会
い

耽

来

削

称

庁

Ｉ

Ｎ

Ｔ

Ｅ

Ｃ

Ａ

Ｐ

一
一〓
″
生
一≡
一ｏ
「
い
ｏヨ
中ｏ
ｏ　
Ｏ
ｏ
●
“
●
付
〔
↓一い
ｏ
一０
，

ヤ
手
三

え
テ
「↓魯
を
は
田
内
に

一
九
の
測

神
セ
ン
タ
ー
を
付
ち
、

耽
米
訓
紳
侑
導
ｎ

は
杓
し
　
ｉ
名
を
加
し
て
い
る
。

析
半
共

の
す
“

阿
Ｌ
を
Ｈ
的
と
し
て
た
成
　
打
訓

仲
の
た
め
に
　
指
申
技
術
劇
納
シ
ス
テ
ム

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
ヽ

一Ｆ
≡
≡
夕

え̈

↓
昏
】ユ
，
い

∽
▼
■ｏ
日

々
ヽ
一ラ
Ｅ
三
≡
）
の
■
人
を
辻

め
て
き
た
ぃ
―
ヽ
―
，
Ｃ

！、
Ｐ
で
は
こ
の

Ｗ
か
ら

「
Ａ
Ｉ
■
た
技
術
教
す
と
怖
単
１１

の
役
刊
」
、
‐

１１
１
　
刑
神

ニ
ー
ズ
旭
い
と

N「ECAPの 外観
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々
￥
Ｗ
コ
価
Ｗ
ｏ
魚
秘

ｏウ
？
ユ
ｏ
傘
平

γ
協
０
証
ユ
一
ウ
引
箭
》
め
■

？ヽ
ウ
マ

平
続
暫
Ｏ
ｕ
脅
≫
≫
？
▼
マ
平
桁
》

「ヽ

淋
搬
ｎ
郵
０
榊
？
γ
コ

ｏウ
ヤ
砕
ぐ
平
ヤ

靭
１ヽ
々
Ｆ
々
ン
と
―
イ
々
ｒ
申
ユ
０
イ
コ

皿
そ

ｏ
ｎ
）
々
）
ｐ
Ｐ
Ｏ
ヤ
ａ
ス
〓
々
″

よ
引
“
即
ユ
０
ウ
ｕ
ユ
ヤ
脅
密
ｐ
６
卒
酔

瓢中0-すκ升翌把―尊乾露2督善親"は 撃尊0-子章升-0とと

喜日―■ご外―F―n ￥
■
ど
理
０
●
マ
ウ
コ
？
，
Ｙ
峰
コ
引
Ｓ

こ
ｏ
ｕ
ｄ

ｏ
ウ
ｕ
＞
酔
Ｔ
？
■
４
１
〉
ｎ

Ｐ
加
ｉｌｉｌ
彰
Ｍ
ユ
〓
押
型
ｏ
求
球
コ
ア
把
吾

―
■
ミ
ユ
ー
ヤ
ｌ
ｎ

ｏ
平
ひ
身
２
詔
Ｉ
？

寄
郎
ユ
ｎ
Ｍ
引
―
イ
ヽ
■
川

コヽ
々
学
Ｗ

ｏ
ウ
エ
宗
軒
平
身
と
剤

「
ｔ
■
ミ
■
■
凹

搬
把
米
柵
ｒ
ｒｔ
イ
　
ヤ
中
稚
韓
無
Ｔ
」
？

ヤ
官

コヽ
原
研

（？
則
把
靴
和
）
マ
ツ
禅

缶
ｔ
■
ヽ
■
ｔ
ｒ
ｔ
ｒ‐

コヽ
ー
■
ミ
■
１

イ
Ｙ
ム

ｏ
シ
ヤ
脅
留
■
マ
佃
嬰
さ
農
★
⑫

側
割
〇

一
～
Ｙ
日

一
Ｒ
ユ
現
暫

ｏ
２
マ
ｎ

？
幼
地
率
亜
研

≫ヽ
壕
￥
酔
酎
じ
Ｏ
才
貸

焼
マ
搾
型
善

勲ヽ
―
■
ヽ
■
ｔ
Ｆ
ｉ
ｎ

。
２
マ
ユ
酪
イ
②
）
ル
碑
Ｗ
Ｏ
寺
Ｍ

轍
取
羊
Ｓ
こ
Ｏ
ｕ
ｄ
Ｏ

叫ヽ
羊
②
冊
最
？

■
コ
皿
Ｖ
ひ
―
■
ミ
■
２
マ
引
ｔ
Ｆ
ｔ
“

国
日
〇

Ｗヽ
常
―
■
ヽ
■
ｔ
／
ｌ
ｒ‐
？
▼

引
ｔ
Ｆ
ｔ
ｒｉ
国
申
①

性ヽ
舶
ｏ
平
上
約
―

イ
ン
ム
④

ルヽ
撃
弊
ｏ
翻
首
Ｓ
↓
Ｏ
ｕ
ｄ

ｏ
ユ
桁
析
報
腔
①

コヽ
率
辛
ｏ
々
平
Ｗ

懐
コ
２
■
を

ヽ
１
子
〓
■
ｌ
β
ｉ
ｎ
，
靭
配

〓Ｅ

ｏ
ｎ
】
脅
け
？
田
ワ
ｎ
＞
ヤ
宰
Ｍ

暫
＞
叫
ホ
Ｙ
早
マ
ｎ

コヽ
印
ヤ
確
？
コ
国

０
で

ヤヽ
シ
ｎ
＞
ヤ
景
Ｙ
様
ユ
ロ
ウ

７ヽ

桁
コ
Ｓ
こ
Ｏ
ｕ
ｄ

ｏ
ウ
？
ユ
②
平
◆
ｎ
ユ

ひ
単
率
ｔ
ｒ
ｔ
ｈ

１ヽ
イ
ン
と

争ヽ
平
率

■
ヤ
膚
ウ
？
４
ム
と
一と
夕
Ｒ
Ｖ
ロ
コ
サ
ｍ

Ｏ
Ｏ
ｒ

サヽ
Ｅ
Ｏ
Ｏ
ど
靭
て

ｏ平
ｎ
求
片

軒
刊
ユ
挫
々
′
ｖ
Ｙ
率
ｔ
ｒ
ｔ
ｒｔ
②
４
ム

と
と
夕

ユヽ
ｎ
単
コ
Ｈ
求
邸
ｏ
回
挫
ｒ
ｒ‐

γ
　
＊
■
コ
ユ
Ｐ
ｒ

ｏ
平
■
ィ
ウ
エ
靴
★

￥
）
騨
彰
昭
イ
雑
栄
靴
翠

「
―
■
ヽ
■
Ｔ

Ｕ
搬
爬
米
柚
ヱ
“
イ
　
辛
「
科
瑞
で
町
」

コ
馴
Ｈ
？
Ｔ
冊
Ｉ
永
ｏ

）
粕
Ｔ
ｒ
ｎ
γ

平
巾

郎ヽ

一
サ
〓
Ｏ
⑤
〓
～
甘
〇

一
サ

凹

ｎヽ
Ｗ
苛
ユ
ｄ
ｖ
ｏ
伍
こ
Ｎ
Ｉ
ユ
ー
■

ヽ
■

（普
＝
首
寄
軒
帥
桁
）
ｔ
イ
ン
ム
コ

切
Ｅ
Ｏ
Ｏ
ｒ

ｏ
浮
ｏ
早
￥
ヤ
や
●
平
卑
マ

ｕ
）
¶
②
宮
ユ
ひ
ｆ
引
Ｗ
球
　
師
Ｙ
平
ｕ

メ
ａ
価
駅
ユ
ｎ
？
》
印
士
冊
Ｗ
怖
彗

ｏ
ウ

？
ヤ
／
ｔ
〓
ｑ
ｕ
？
ｕ
平
■
景
〓
秘
？
率

イ
②
鞠
？
■
？
郵
革
業
Ｖ
平
常
寄
球

≫ヽ

孝
ユ
「
評
幼
冊
首
疎
球
コ
荒
「
ｏ
￥
ヤ
実

Ｙ
宗
引
日
②
コ
マ
▼
者
と
た

ｏウ
ｕ
ユ
ｎ

軒
？
研
控
核

ヽ
イ
と

ｒ
≡
ム
Ｗ
併
軒
眼
▼

守
ｌヽ
Ｙ
≡
と
②
字
〓

一
↓

ユヽ
ｏ
早
７
ｎ

雑
Ｍ
以
ｏ
イ
コ
搾
普
団
０
研
学
時
コ
考
〓

イ
γ

一
～
イ
Ｙ
イ

一
コ
マ
と
ン
な
０
■

ｏウ
ｕ
＞
負

研
科
？
ｔ
■
ミ
ネ

「初
平
②
“
０
研
０
座

γ

‐
８
０
」
「
イ
留
研
０
撃
型

‐
Ｚ
Э
」

ヽ
Ｖ
平
ｏ
常
軒
怪
☆

‐
Ｉ
Э
」
ヽ
“
留
Ｔ

⑫
叫
把
搬
肥

‐
８
旺
」
ヽ
率
イ
０
抑
埋
▼

４
フ
ａ
／
親
把
‐
を
８
」
ヽ
平
型
Ｙ
ｔ
ｒ

国ZO ttV9]■N



の
感
動
で
も
あ

っ
た
。

と
ミ
ナ
ー
は
順
前

に
推
移
し
、

新
た
に
リ
ー
ダ
ー
四
名
と
マ

ス
タ
ー

一
五
名
が
誕
生
し
た
。

４
．

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
実
践
報
告
研
究
大

会
か
ら
世
界
へ
の
情
報
発
信
を
め

ざ
し
て

私
た
ち
は
そ
ミ
ナ
ー
期
間
■
に
二
田
に

分
け
て
特
別
誰
演
を
行

っ
た
。

テ
ー
マ
は

「
Ｃ
Ｕ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ｓ

へ
の
招
待

‐
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
開
発
と
評
価
の
■
新
」
、

「医
学
教
育

の
■
新
に
向
け
た
取
組
み
‐
Ｃ
Ｕ
Ｄ
Ｂ
Ａ

Ｓ
の
新
し
い
捉
明
」
、

「
Ｈ
本
に
お
け
る
い

■
行
政
の
政
策
形
成
と
供
他
師
の
活
動
」
、

「
大
学
教
育

の
糾
旭
と
改
善
活
動

‐
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
過
川
し
て
」
、

「
誰
義
の
方
法

‐

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
の
発
展
と
し
て
」
の
合
計
九

い
出
の
討
流
で
あ
る
。

会
場
に
は
、

セ
ミ

ナ
ー
受
討
ヤ
の
他
に
招
待
―１１
＝
イ
も
多
く

来

場

さ

れ

た
。

Ｃ

Ｕ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｓ

（
●
ｇ
ヽ
■
●
●
】●
日
　
∪
ｏ
「
ｏ
Ｓ
ｕ
Ｂ
ゆ
，
一

ツヽ
ゆ
キ
す
ｏ
Ｏ
　
Ｄ
”
∽
ゆ
〔
　
ｏ
，
　
レ
げ
【【
Ｈ
一
】

留

景ヽ
市●
思
、

ク
ド
バ
ス
）
と
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
手
法
で
、

小
朱
凹
活
動
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

「
Ｂ
２
１

訓
納
ブ
ロ
グ
ラ
ム
柿
成
の
方
法
」
セ
ミ
ナ

ー
で
学
ぶ
内
容
だ
。

，
■
省
、

日
立
カ
ル

ロ
ス
大
学
、

右
設
学
校
な
ど
関
係
機
関
の

告
理
者
　
捕
導
者
　
研
修
担
当
者
が
多
数

参
加
し
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
迪
州
の
新
し
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
す
る
呼
び
か
け
は
予
想

外
の
反
響
が
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
Ｃ
Ｕ
Ｄ

Ｂ
Ａ
Ｓ
は
被
ら
の
人
気
を
朱
め
て
い
た
。

ま
た
、

「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
突
戯
＝
告
研
究
人

会
」
を
二
Ｈ
問
開
継
し
た
。

発
表
者
は
昨

年
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
修
了
者

た
ち
で
あ
る
。

第
　
日
は
■
地
域
か
ら
代

表
者
が
＝
十
し
た
．

巾
象
に
残

っ
て
い
る

も
の
で
は
市
地
域
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
械
時
の

指
導
Ａ
の
採
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成

が
あ
る
．
Ｃ
Ｕ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ｓ
の
応
用
例
と
し

て
は
秀
辺
で
あ
る
。

分
ｉ
Ｈ
は
今
Ｕ
の
マ

ス
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
受
話
ィ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
活
川
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
発
友

二
件
と

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
受
耐
そ
の
計
旭
＝
■

四
件
で
あ
る
。
ま
た
、

私
か
ら
は

「
Ｐ
Ｒ議演風景

Ｏ
Ｔ
Ｓ
研
究
所
祉
想
」
を
発
表
し
た
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
が
多
く
の
国
々

で
市
州
で
き
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
れ

外
技
術
協
力

の
経
過
で
松
■
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、　

一
層
の
拡
大
に
は
日
本
だ

け
で
な
く
、

他
日
か
ら
の
情
報
お
ｌｉｆ
が
な

い
と
成
り
立
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

＝

堺

へ
の
情
報
発
信
米
地
と
し
て
グ
ア
テ
マ

ラ
が
そ
の
最
も
近
い
は
離
に
あ
る
こ
と
は

郁
か
な
よ
う
に
思
う
。

そ
の
た
め
に
も
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
突
戯
サ
ポ
ー
ト
、

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

リ
ー
ダ
ー
活
動
の
促
進
、

中
高
米
地
域

へ

の
セ
ミ
ナ
ー
展
開
、

新
肌

マ
ー
ケ
ッ
ト

ヘ

の
滉
Ｍ
、

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
教
育
研
究
機
Ｗ
Ｍ

設
は
工
要
な
け
世
を
な
す
だ
ろ
う
。

事
例

の
キ
杖
、

研
究
開
発
、

情
報
発
信
は
グ
ア

テ
マ
ラ
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
を
州
待
し
、

南地域実践報告の模様

大会会場風景

そ
の
出
の
く
る
こ
と
を
取

っ
て
い
る
。

■
関
係
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

・
グ
ア
テ
マ
ラ
共
和
山
状
来
訓
練
庁
Ｉ
Ｎ

Ｔ

Ｅ
Ｃ

Ａ

Ｐ
　

一）〓
υ
一̈
卜
々
々
イ

〓
府
ｏ
中
ロ

０
【
的
い
一
ト

・
森

和

大

グ

ア

テ

マ
ラ
き
８

清

助

，
≡
ｏ
く
ヽ
イ
て
イ

い
ｏ
Ｏ
ュ
≡
０
？
車
●
ヽ

ヨつ
ｏ
【本オ
ｏ
的
∞
ヽ

・
森

和

大

グ

ア

テ

マ
ラ
営
景

活

動

，
キ
や
ヽ
ト
イ
〓
イ
市，
単

，
０
」
〕
ヽ
の
日
ｏ
ヽ
ヽ

い
●
”
す０
，
】ゅ
一い
ヽ
一●
ａ
ｎ
【
，
一日
】

・
Ｃ

Ｕ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｓ

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

開

発

手

法

　
　
　
≡
≡
ｏ
ヽ
ヽ
イ
宮
く
一●
ド
一
〇
０
」
も
ヽ

デ
呂
５
中、
Ｏ
Ｃ
じ
口
”
仰
，
一日
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